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新技術等を活用した駅ホームにおける視覚障害者の安全対策について ～中間報告～の訂正について 

 

 「新技術等を活用した駅ホームにおける視覚障害者の安全対策について ～中間報告～」につ

きまして、「ホームからの転落事故の現状と原因分析について」の数値に変更がございましたので、

以下のとおり訂正いたします。（訂正箇所は赤字下線部分です。） 

 

参考：鉄軌道輸送の安全に関わる情報（令和５年度） 

 

●新技術等を活用した駅ホームにおける視覚障害者の安全対策について ～中間報告～ 

 ２．ホームからの転落事故の現状と原因分析について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_fr8_000055.html


 

２．ホームからの転落事故の現状と原因分析について 
 

視覚障害者のホームからの転落について、直近の 10年間（平成 22年度～令和元

年度）の年間平均発生件数は 74.6件であり、このうち、列車と接触した事故件数は

年間平均 2.1件となっている（図 1参照）。 
 

 

図 1 視覚障害者の転落及び接触事故件数の推移（過去 10年） 

 

このような視覚障害者の転落防止対策を検討するためには、転落の状況、転落に

至った背景や原因を分析する必要があることから、検討会では、以下のアンケート

調査とヒアリング調査を実施した。 

 

（注）・ 自殺等故意に列車等に接触したものは含まれない。 
   ・ ホームからの転落件数は、ホームから転落したが人身障害事故とはならなかった（列車と接触しなかった）件数。 
   ・ 接触事故件数は、列車又は車両の運転により人の死傷を生じた事故（人身障害事故）の件数をいう。（鉄道事故等報告規則第３条第１項第六号） 
   ・ 「ホームからの転落後の接触事故件数」は「ホームからの転落件数」の外数。 

・ ホーム上での接触事故件数は除く。 
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